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11･ 飼育密度を異に したアキキゾウムシの BHCに対する抵抗性の相達について -.
･'石倉尭次 ･尾崎重三郎 (良林省農業技術研究折

∴ T.序 百

一昆虫の飼甲 腔が加 代桝休め作嘩 準の由t:'少
からざる影坪を与えることは多くの祁例が知られてお

ら,アギキ･/'サムSCCaZEosob,uchuschi〝e7ZS･'sLTNNI･!

もその例に弛れない｡すなわち内山(1941)は 20gr

のアズキに 2-763.対の母成加を放飼.産卵せしめて

和られる次世代成虫の終電は母成虫照度128対までは
珊姥が高まるほど拭少するLさとを,Td:し,また長沢 (19
52)はこのマメ･}'ウムシの飼育に際して母成虫常圧が

高まると次仲代成虫に小形の胴体が現れ.供碑腔及び

高所度卓は変矧 ま左右相称であるが.ある餌庇では右

傾左偏の分布を示すことを_nじている｡一 t

このように飼育碑既が次1Ii:Itmf本の体形やその変jTti･

岬 静を与えるとすれば∴この仰 木郡の設虫訓こ対+
る揖抗性も,それに･よって盛って来るであろうことはr

想像に難くない｡またもしそのような膨野があるとす

ればそれほどの相性のものであるか.また作判やそり

変災性と殺虫剤に対する抵抗性はどのような閑掛 こあ.

1るかを調くべ招くこと亡羊,殺虫剤の生物故延に佐用す
る昆虫の飼育条件を決rLするのに少からず殺立つと考

えられる｡｢また野外でも発生した告虫の研究によって

茶利撒抑こ対する祇抗牡は興るかも知れないiそのよ

ぅな考えからEP.:者等は77Iキ･'･ウムーシを飼育碍腔を典

にして飼育し,1iHCに対する抵抗比の変り方を調べr■
て見たので,ここにその結犬を報Ji;･したい0

11.1材料及び方法

この研究に川いたアズキ･/サム･yは当科で累代飼育

していた系統である｡内剛こ用いた7Tズキは晶析大的
雷で,その 100gr.を朽筏9cm,況さ6cm の腰和

シャーレに耽り,,之を飽和先牧水によって内部の至芸気
湿皮を73%前校に調節した大形デシケーターの小に5

那.1放任して豆概の含水比を基気湿蛇と大作平街させ

て枝に.羽化24時間以内.の成虫を 50,100,200対放
.飼して5nTIT怖卵させた｡戸7:A:9日小及びd･･卯後の光背rUl
∫.ltl申,このヂ･yケークーは 28-290Cト平均 28･6oC二＼
の凪凪tl-L温言!内に'LLTき.次1日.･化成山が郷 ヒするに及ん
で.錨HIMそれを77.'キから柁分け,次の方比によ

って穴敗に供した｡なおvA.-･1-fil土それぞれ(?冊蛇につい

揃理見虫部jt皿桝)LJ8.5.27受n!.

て3-5回BtllElした｡

この次肘 ℃桝作の JmCに対すろ抵tk･JL性は′JmC

の諏悦接触によも受詔によって検することにした｡す
なわち純 γ-1Hlt (m.p.111.2～112.2oC)10,硫懐

化約 20,べV.･}'-ル70を用いて作った )′-10%旅液を

ベンゾールで稀釈しそγ-llIIC0.1,0.04,0.02,0.01,

0.･004,0.002,0･001%に稀釈し,そ?0･15cc一をTEi径
1.0cm,長さ 10cmの粥取替内所に一様に摂開,桁雄
を蒸発さii七 T11ICの邦悦を作ったO･ァ7.･キゾウエソ

は雌雄を別けて,この試飲野内に 5こ101ZG入れ,約枚

をして,前記桁温貸内の机上に横たえ.2却手間後に生

死を放 した.fl三光の判由 ;口糟 な個体は虫作をピソセ
ツドご刺戟t:,それによ̀って脚や触角を動かすものを

生,動かさないものを死とした｡

生死を調べ終えた州 イこは羽化日加に佃'lfLで.後に

郷 細 別IL=20控の弛肘 畑 を押立し∴また全榊†如 ､ら

ラシダムに選んだ60申 こついて迦怖O-長さをミク｡ )

--.ダーを川いて測EBしたo

lⅠⅠ.結 果i:■

前巧に述べた方法によって,異った常既で飼育,羽

化した77Iキ.}'サムシの成虫を γ-BHC･の滞隈に24

時間抜取させてタE虫率を調べ,.T3HCを付前さやない

-試験管内に於ける死虫率を用い n̂n?Tの式によって
補正した夕E虫率を算此 試売すると,約1粥の退りで
ある｡

孤1炎に試した純米によると,夕出l韓!･は市▲･]-N汽姥が
拓まろにつれて布抜即決腔とも税別正しく上Jf･し.舵
いG"]rl･冊腔と市̀.7い脚1'冊雌に於ける柁出郷ゐLYiは接槻
氾皮が代いほどyll讃な槻向をiT:している｡また柁虫諸三

は十投に雌より_も排のyJ'が汀い帆;･Jがある｡ 一′I
いま約1未に元r･た結月三を IIHSS(1!13･-･)によって

,死虫率を probitに,遡度を対数脚二位映して図声す

ると約1図の通り7:-,何者のE7J]Iこは把税的桝Wが認め
られるので,それを計算･する一と,.約2表の通りにな.るò･

妨2炎によると,計3?:した濃度死虫率回防圧帆 ま甲
Iff'軒蛇2OO対ゐ雌の域介を除.(他 袖山誤差の花田で
タ1,g紙 服 と一致すると考えられる｡そこれゆえ以下飼育-′J
cG..瀧 と山ICに対 ㌻る抵抗性との関旅をこれらのめ姥 . .∫
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TableI. Morta】iticsofAzuklliearllVeevilsrearedunderdifferentdensitiesdue-to

contact,withliHC61m.

托山判偶 虹税の特性にもとずいて考察
することとする｡

妨'_):Jiに矧ヂた同橋虹紋の虹数から大
＼

沢･穴沢(lM7)の捉PLlにしたがつ{'叩 C
のイJ一効姥を茄す詣軒数を雌雄及び飼育祈

蛇別に求めると.妨3炎の通t)である｡
那 Jit=よると＼MLCLは雌七元母成/
山fh.t脚 0対の切合に0･0156O}6セあるのし･

に,100対では0.01.271%,200対では0.

00631ク.,と,桃ではそれぞれの他ら;ー0.06

'JSO,0.005SfJ,d.00331%と,飼育舘度が

F:ほ ろにつれて,いずれも蹴著に低下し

ている｡いま50対に放けるMLCとー100

としてこれらの伯を挽3;･:すると,100対'
及び2UO対のIdは雌では 87JO.雄では

(iO.こiiと･なり;MLCの代下は雌よりも′

椛のJJ'が著しい与とが現われる9

執 ここれらcG.瀧 を炎にして飼育した榊
休部のIHZCl土対する抵抗性の変R･を捜

_qm 益によって抗う七,雌では200対の

切介がJJiも少さく,50対之に次ぎ,loo二ー
村が111･も火きくて.抵抗性の変異と飼育

碑.服 とは批維な関係を示したが,雄では

{･0対の棚伽 ;JIlt･も小さく,飼育津浪が高
まるにつ)Lて変bliは噌火する帆;,Jを戻し

た｡ ′'

lV. 者 蕪

机1jiに述べたよう甲U･'成虫碑姥を変え
てアズキt/ウムシを飼育すると,襟度が

拓まるにつiLて次世代成虫のBI･iCに対

する抵抗性は逓減し かつ抵抗性ゐ変武 ､′
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Fig･･1･ Conccntra'tion-mortalityJrCgrC'ssionsoi′
Azuki13C.1riWeevilTearCdunderdiLrerentdensities.

Solidユineindicates.thelinc~withwccvils'reared
attherateof50pairs,]'roktenline100pairsand'
Chainline290pairsofpareptweevilsto.GOgrams
of′DainagonAzukibeam

の幅も失って来るo'iた序言にも述べたよすt=･この 予る抵抗性を検した砧R･,成虫の体動 ;か ほど拭1;L,
マメゾウムシは高熱空で飼育するほど作動 ;小さ'(な 他ら;大きくなる帆F'tlのあることを糊 萄した｡ また′
/るあ7:･･拙杭性の減少は†地理の減少と的係があるよう J lh･lSS(1･J36)もカイコに対する批束剤の休韮当り炎し
に思うつれる.宏鳩 (1050)はコクノウムシ及びココク 故の対数は生卵 脚 の逆数とTE脚 的 閑掛こあt),し

ゾウムシを典った架糞条件で飼育しノ二硫化粘掛二対一 たがって体重の大きいものは多比の糸止を,25'すること

8t5 JI一ヽ一_.
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Table2. Conccntmtlon-nlOn.llityreJgression叩mtionsfor
re.lrC(Ilm(reJ･tliLTL･rentdcnsilJ'tS.

●～ヽ

lHICLOfAzukiBeanlVccvils

Table31. Toxicit.yofgamm=IllllCtoやzukipcLln Weevilsrearedpunderdifferent
dcn占ities.

I -I -;l i l:二三｢ =

_ _" iI･i

F

T

∫

T丘ble4. I)ryT'odylVCig'htinmilligrIImOfAzukirien'nWcel･jlsrc:trc(Jtln'Icrdz'爪､rcnt
densities.

TableS･ LengtD･ofelytr- nd･itsmTia7,iJ王tyof̂zuki･BeLl-nweevilsrepredunderj
djtrerentdensities.､

垂 垂 覇 二 主 題 竺 竺 軽 重

･; ■ 一 ･ ■

,を7T:し7fいる｡ /

さて,純者等がこの災駿に用いたア71キtJ'サヤ ′の

死亡後の忙脚 本.TE及び地･Y･円の長さはyr,i,5才壬に示す通

/ りである｡ ′
この如月王によると.Er亡者等の別辞に放ても成虫は印 C .

よE)も桃hJ:小さく.かつ柑班任共に飼育軌皮が拓まるに､

つれて小さlくなることが見取れる｡それで,邦3131に

＼

示した MLC と休屯及び趨榊の長さとの関係を図示

する_と第2図の通t)になろOI

｡芸呈冒崇 吉宗遠-,～;'BLB完.…慧警;:誓 竺冨芸;…認諾
で少しくMir'旭 R.にLl祖廟あ長さの増加に対 しては
附 ま雄よF)も翫著lキ叩 ･C を増すが,作頂の増加に
対してはその辺で:眺iDt方が部署に MLC_を増 して

87
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いる｡このことは称方に脈釈山来るが/､雌

成出は朗背常圧が減るにつ九で,脚吟 長
さを増すよE)もLBil=大きな比率で体罰を増

すたやではないかと考えられる｡

内四 ･卿 l(1947)ノはこ?÷メゾウムシ

のナフPL,ソ及 びてiラジクL.7-ILペyゼγ

に対する抵抗性に雌雄正を認や,そのうち

ナフタL,_Vに対す名辞抗性の雌雄差は岬雌
の作調の相違に2.lffともので,MLDE体罰

の仏工唯物 ;きわめて早く十一致することをL.
示したOそこで我々が得たこのマメ･}'ウム

シのl主HQに対す卑抵抗性の性別や飼育%.I

段による相違も体罰の相違によるものであ
るかどうかを枚するた串に MLC/･休_77i
のlIEiを求めたところfF,6韻の通､りになっ

た.. -/p-
~Table6. ]ミatioof′the･medi_an
lethal(･onccTitrまtionofI】HC-tortI

I)ody.lVCight-of -̂ 2:uki 13C;ln
Wccvjlsrcarcd tinder(liffcrcnt-
dcns)'ties.

1'arentdensityjnpair
t050g.bean

∴ 訓 ~.~い oo ト 煎 T
003489

0O206U

＼1

､約6表によるt土.この他 ま一党でなく̀,
いずれの飼育密度で朋 は り雌の万が大き

4.つ】08∠U4.

ー一ー-

t:OtXLZHUtlHdNtZOTLVtZ-LZHULVOUIVHL3LJt4VIQaLd

昌TXLZ
凹
UtZHd
!{T
NOL
Vtt

了.LhlEUh.OU
T
V
HL
H

T
二

.NVTQ3td
l

0
●

1.5 1.6-I.71.8I.9-2.0

7.7 ー1.8 1.9

LENGTH OF EI･YTRON JN MLLlやETRE

and･length I)∫elytron (lower.figure)of-Azllki
l王ean-
theii!､
circles

､､こと,呼野長ともに飼育韓皮が拓まるにつれて小さく

･なもことが洗われるO即ち学位体L-TE当りに挽3T･しても
雌は雄よ!)もI泊Cに対する托抗性が大5･.いと考えら･

･れ去｡こ､の理叫 範 考えられ~るが,前記し噂 墾孝
､法やこのマ_iI/ウムシは雌成虫は雛成虫よりも不清澄

_であることから考えて.雌 t受諾の機会が少からたと-

ノ考えられることも-f勺でな七､かと.Lnjつれる｡･
･如こ約3誠に勧 ヂたように拭杭性の紺郷乱 すなノ
ミ ゎち抵抗比の散らばりは雄では飼育常圧が高まるにつ

ー'汁こ大きくなったが,典では200対の切かこ粒も小さ

く,50対之に次ぎ,100対が后も大きいという虻Dミを
示した｡供試したアズキy'ウ.iシの体型の変晃の相は

節5表に鼓した迦鞘の長さの変異係数の大きさかFもノ＼

-/失脚性 で準 と考えられるが,-いまおHCに対するIl∴ H
抵抗比の標当Th7'詰り大き､さと,この迦邦の長さの変災･

抜放の大きさ上の関係を見るのに,枕では両者ともに
飼育幣肋 間 まる!こつれて増してい草が.雌七は即 日

の長さの変異係数は100対わ場合が最6-小さく.50対
l
'､88

l/

1

we-evilsreared uムder･difLerentdensitiesto

susceptility to thecontactto/.llHC.S̀】lid
repres占ntfemale,_andopencirclesmale.

之に次ぎ,208対が滋も大きいという,A.lZC･に対す
る抵抗性の控壁何基とは全く逆の順位を戻した｡雑に

?いて見られたこの2-,の変異の順位のll致は巽当の
･ことと考えられるが.雌について鬼られたklfの仰 山ま 1
-_7解に軍.-･しむ現象である｡

Ⅴ∴ 要 約 ･

アズキLJ'ウ1シをアズキ.50grに対して母成虫5O.

'100,200対を故飼,蕗卵させて常皮を典にして飼育し.

次糊 t減E!?IIIIC七対する抵枕性を験したとこ7',

中火致死池度は飼育照度が高まるにつれて著しく位下

LしたoLたがって殺出初の生物蛤滋に仕川ナる見出の
向背に際しては飼育総皮を点種托志する必賢がある｡′
mICに対する抵抗比?変異の桂皮は株では飼育弼度

が拓まるにつれて増大したが.ー相では花館姥で碇も小

･ さく,代湾腔これに次ぎ,小携蛇が定も大き(L⊂視椎､
/な関係を示した｡-なおこ.のように罷った総皮で飼育し

･Jたァ不キゾウムシは体形が変るので,体型と批杭性と-
の関係を枚討した｡.

√ノ
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_一 文 糊

l川S.i,C.I.(ll):r)) n̂nこ.ll-1)Llijo1..22:13JJJ ■

11汎

川00)Jo"rn叩 ･l!iol'･･23;!)･-,-110･

F<沢純六･(1!).-)2)苅称火′;I:Lr<Jl':印凡虫'/Tf7W.究坑i7.1鵜
個体群此瓜JPの7W･gL.'1:】.'i6-142.

大沢 済 ･長沢純夫 (1947)防虫料～;'･..718･9:1-10

斎藤哲夫 (1950)同誌.15:54-61.

内B]倹郎 ･科 目忠告 (1547)同弘7･8･9:16⊥29.
Uti(h,S.(1!741)Men.ColI.̂ LtLric.KyotoImp.'

Univ.,48;1-30.＼
Re'suI〝d

Thelcth:llconccntrat110noffmmmaTuICdilc

tolCOntaCtOfAzukil!CanWeel,itsIYhi(･hhad

beenrearedbylil)crating,50,100tln(I200p.lit.S

lotド.lrentin(liyS(hl.lls･tor70zrmmsofr)lli-1絹On

^zuki､Ile.1111mStkteTmJhlC【lllndereontrollcd

conditions.TllCrC.quitsin(lie.ltedthatthemcdJ'al

lethalconcentratiolilWAsllecreasedconsiderablly.

as･thelVeevilhadhccnrearedathigherden.sity･

sof.lra占thcmale､individualsareconcern'ed,
theV.lrJ-.lllility in theresistancetothesaid

to.yJ'一､.Tnttry.lSfl)unEHricrc;一SedlVitllWeevilsreared

.TttlliLlherdensity,htlttherchtionlYtlS･qOmCIVhat

compljcllte･1,VittllLLrmlcin(li､･J'rltI･･11･q･]くe叫 nfr
oftheweeヽ-ilntrliErercnt (lcllSitJ'C.sinduced

thechangesinthebodysjzc;In° there was

foundaclosecorrelationqof-thebodysizeto

trleresistanceto/131ICWithbothsexes〆

/-

Propag?tionofSmallRiceWeevilontrhpolishedRiceGrainsEarvested from

cropsto whicll-syntheticChlorinated Insecticideswere Applied. ⅠIJ'dctLsugu

ls･･IKUn-､a血lI(0-zal】llLrooz'AKI(m toTnOlogl-cal̀Ⅰ.叫omtory.ShikokuN叫 ,一一･1.Î gr･'Cultllr･･ll
ExperimentShtion,Zentsuj1-.1taga､､･a-Ken).1くecei､,cilAny27,1!).''.'‡.Dotyt'-haga如 18,.qlJ

JJ2,rJS:∫(lyith'E蛸lishlr由umHI2).

18.1塩素系合成殺虫剤を撒布 した椙の玄米に放ける-ココクゾウムシの蕃殖について

石介秀次斗'招崎串三郎鴇(E3林省四国虚業戻願事芋虫研究琵)28..Rj.27.受皿

J.序 言･

諜著等は元に (1Dt-'1)ソラ･{メの茄爽矧 こ壁茶系介

成殺虫剤を撒布すると,そのうち DHC｣を粗布したソ

ラマメの子笑では食入してソ'ラマメゾサムSLB''LCJ,"s

rzI/1'manusl3orTFN N̂の幼虫の死亡率が著しく市まる

確実を親察し._恐らく柁抑 したriIICの一部が子宍に

浸透するためでないかと推諭しやO

垢莱累合成殺虫剤は功効仕が拓いので,-7)DT及び

mlCはhJ;2化糊ニカメイチユウ及び約3化期 Ifyカ

/メイチユウのす削ヒ幼虫が矧 こ食入るのを防ぐために.

相の川桝tJl前後に撒布されるので.このような稲では

即 された新 汀が少丑にせよ.前述の苔甥 に微して玄

米に浬透している可能性があるとも考えられる｡そう

であるとすればこのような玄米では貯W.男山の-hyJl'が
抑圧されるのではないかと考えられるので,1iHC及

びクTl-ルデンをtlfWlt了した稲の玄米を用いてコ7,グゾ

ウムシ S,'tot･IL･'1-′SS〝Sah;''T･lh'̂TT̂MTtを飼育して

見た｡とこi,が恋外にも三のような玄米で厄 ある時期

にはココク .'･ウ一ムシの御 ｢,･がかえって良い傾向がある

と諾う11･J抑こ圧した約月王が守Flられたので,ここにその
的闇を胡if..･したい ｡

なお･この5,.柄ER故を行うにあたって,鱈応舛立LTTJT･

+現准缶林省放課技術m･究BITr荊理昆虫仰靭勝

討取切坪井技師からくま供Iit材料として同切でメイチュ

予.祝に対するnHC及びク,1-ルデyll'A布詳険を突施
した稲の玄米をJiL/J-･された｡ここにTrj･く御礼申上げるO-

Ii. 供試玄米と飼育方法 .,

∴この研究に川いた玄非の1は昭和25年の秋季に当研

究菜で約2化和二九メイチエウ及び第3化期 チッ カメ､

ィチエウの卿 ヒ劫虫に好 ㌻るDDT及びBH'Cゐ食入

防止効果を判宅するーため,Jその撒布形態と恐度を異に

して餌場撒布試験を行った稲から収捜されたものセあ

る｡罪剤撒布はニカメイチよりの食入FU,･止を目的とし

て8JJlRn,2相 .llJJIFl?3阿,サyカ}イチ;i
ウの企人FJJ-1l:を目的としてnJJ8日とlrJr]の2帆 介

m･r'rJilfj:った.このうち爪4何のt.-aTrfr]は稲の11郎籾

_-に耶'7tr71のm鮒 はr,Iq化筏糊に,相当したTll.qのIT'.1矧 土il
倉稔で一11月rHlに刈取 t).｢川 rII下旬 にriつて脱慰,
叛将して玄米とした.

ー上地の1らの玄判土徳ELI1.i:立IETJPi糾放伽 ､らuJJ･され

たもので,二出穂期前後に介;･-ll.3rn･)の茄剤徽布が行われ

たことの他は許かでTfい｡

これらの玄米_を月い て,コ̀コクゾウムシの偏光はn.1

和._WT･'･2Jlから8川 こ亘って,3Irj)ffづた｡まづjf.一刀と
50Lrrをn往3cm‥庶径女m.'拓さ 6.km,*flluo〇cc

の坑口頓に入れ,口を企網で主匂った筏.飽和企短水に
よって湿蛇を調節したガラス水f馴 Iに立故べ, 300C

tn


